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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示装置の表示面上にタッチパネルが積層され、
　上記表示面の一つの辺の外側に上記タッチパネルを連続的に拡張することによってセン
サー部が形成され、
　上記センサー部に対する指またはタッチペンのタッチの位置に応じた指示が与えられ、
上記指示に基づいて制御信号をコントローラが発生する入力装置を使用する入力方法であ
って、
　上記センサー部に対して指またはタッチペンをタッチする時に、上記表示面の上記辺に
沿って複数の被選択項目からなる被選択表示を表示するステップと、
　上記センサー部上で上記辺に沿って指またはタッチペンを移動させる時に、一つの上記
被選択項目を指示するステップと、
　上記センサー部から指またはタッチペンを離す時に、指示されている上記被選択項目の
選択を指示するステップと、
　指またはタッチペンを上記センサー部から上記表示面側にずらす時に、上記被選択表示
を終了するステップとからなる入力方法。
【請求項２】
　請求項１において、
　上記表示面と重なる上記タッチパネルの表示・センサー部上で所定のボタンを操作する
ことによって、上記ボタンに対応する指示を発生する入力方法。
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【請求項３】
　請求項１において、
　上記被選択表示がメニュー表示である入力方法。
【請求項４】
　表示装置の表示面上にタッチパネルが積層された入力装置において、
　上記表示面の一つの辺の外側に上記タッチパネルを連続的に拡張することによって形成
されたセンサー部と、
　上記センサー部に対する指またはタッチペンのタッチの位置に応じた指示が与えられ、
上記指示に基づいて制御信号を発生するコントローラとを備え、
　上記コントローラは、上記センサー部に対して指またはタッチペンをタッチする時に、
上記表示面の上記辺に沿って複数の被選択項目からなる被選択表示が表示され、上記セン
サー部上で上記辺に沿って指またはタッチペンを移動させる時に、一つの上記被選択項目
が指示されるように上記表示装置を制御し、
　上記コントローラは、上記センサー部から指またはタッチペンを離す時に、指示されて
いる上記被選択項目の選択を指示する制御信号を発生し、
　上記コントローラは、指またはタッチペンを上記センサー部から上記表示面側にずらす
時に、上記被選択表示を終了するように上記表示装置を制御する入力装置。
【請求項５】
　請求項４において、
　上記表示面と重なる上記タッチパネルの表示・センサー部上で所定のボタンを操作する
ことによって、上記コントローラが上記ボタンに対応する指示を発生する入力装置。
【請求項６】
　請求項４において、
　上記被選択表示がメニュー表示である入力装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、液晶等のディスプレイのスクリーン上にタッチパネルを取り付けた構成の入
力装置およびこの種の入力装置を使用する入力方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、ディジタル放送受信機として、大型のスクリーンを有するディスプレイ本体と別に
小型のディスプレイを有する補助入出力装置を設け、ディスプレイ本体と補助入出力装置
とが無線で接続された構成が下記の特許文献１に記載されている。特許文献１に記載の装
置は、補助入出力装置がスクリーン上にタッチパネルが配された構成とされ、電子番組表
を補助入出力装置上に表示し、所望の番組を選択したり、所望の番組の録画予約を行う操
作を補助入出力装置のタッチパネルを通じて行うものである。
【０００３】
【特許文献１】
特開２００１－２０３９０８号公報
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、特許文献１に記載のような二つのディスプレイを有するシステムであって
、補助入出力装置をタッチパネルの構成とした場合において、タッチパネルの操作によっ
て、放送コンテンツ、インターネットコンテンツ等を選択、視聴する際に、２段階の操作
を必要としていた。すなわち、ユーザが所望のコンテンツを選択する際には、先ず、メニ
ュー表示モードに入るか、メニュー表示モードに入るのに相当する操作した後に、そのメ
ニューの中から視聴したいソースを選択するというように、所望のコンテンツにたどり着
くまでに２段階の操作が必要であった。
【０００５】
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したがって、この発明の目的は、タッチパネルを使用して入力を行う場合に、メニューの
表示と、表示されているメニューの中から視聴したいソースを選択する操作を１回で行う
ことができ、操作性が改善された入力方法および入力装置を提供することにある。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
　上述した課題を解決するために、請求項１の発明は、表示装置の表示面上にタッチパネ
ルが積層され、
　上記表示面の一つの辺の外側に上記タッチパネルを連続的に拡張することによってセン
サー部が形成され、
　上記センサー部に対する指またはタッチペンのタッチの位置に応じた指示が与えられ、
上記指示に基づいて制御信号をコントローラが発生する入力装置を使用する入力方法であ
って、
　上記センサー部に対して指またはタッチペンをタッチする時に、上記表示面の上記辺に
沿って複数の被選択項目からなる被選択表示を表示するステップと、
　上記センサー部上で上記辺に沿って指またはタッチペンを移動させる時に、一つの上記
被選択項目を指示するステップと、
　上記センサー部から指またはタッチペンを離す時に、指示されている上記被選択項目の
選択を指示するステップと、
　指またはタッチペンを上記センサー部から上記表示面側にずらす時に、上記被選択表示
を終了するステップとからなる入力方法である。
【０００７】
　請求項４の発明は、表示装置の表示面上にタッチパネルが積層された入力装置において
、
　上記表示面の一つの辺の外側に上記タッチパネルを連続的に拡張することによって形成
されたセンサー部と、
　上記センサー部に対する指またはタッチペンのタッチの位置に応じた指示が与えられ、
上記指示に基づいて制御信号を発生するコントローラとを備え、
　上記コントローラは、上記センサー部に対して指またはタッチペンをタッチする時に、
上記表示面の上記辺に沿って複数の被選択項目からなる被選択表示が表示され、上記セン
サー部上で上記辺に沿って指またはタッチペンを移動させる時に、一つの上記被選択項目
が指示されるように上記表示装置を制御し、
　上記コントローラは、上記センサー部から指またはタッチペンを離す時に、指示されて
いる上記被選択項目の選択を指示する制御信号を発生し、
　上記コントローラは、指またはタッチペンを上記センサー部から上記表示面側にずらす
時に、上記被選択表示を終了するように上記表示装置を制御する入力装置である。
【０００８】
この発明では、タッチによって被選択表示例えばメニューを表示させ、センサー部から指
またはタッチペンを離すことによって、一つの被選択項目例えばソースを選択することが
でき、タッチおよびリリースの１回の操作でメニューの表示と選択とを行うことができ、
操作性を改善できる。また、被選択表示がセンサー部の近傍の辺に沿って表示されるので
、指示される項目が分かり易く、また、被選択表示で画面が見えにくくなることを避ける
ことができる。
【０００９】
【発明の実施の形態】
　以下、この発明の一実施形態について、図面を参照して説明する。図１において、参照
符号１がこの発明が適用された表示システムの全体を示す。参照符号２がＰＤＰ(PlasmaD
isplay Panel)、ＬＣＤ（Liquid Crystal Display) 等の大型の表示パネルを有する第１
の表示部（以下、１次ディスプレイと適宜称する）を示し、参照符号３が小型な第２のデ
ィスプレイ（以下、２次ディスプレイと適宜称する）を示す。２次ディスプレイ３は、小
型例えば７インチのＬＣＤにタッチパネルが積層された構成とされ、受け台４上に置かれ
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、必要に応じてユーザが持ち運び可能とされている。
【００１０】
　１次ディスプレイ２に対してメディアレシーバ５を通じて表示すべき映像信号が供給さ
れる。映像信号は、放送信号またはインターネットを介して配信されるストリーミングデ
ータである。放送信号は、アンテナ６で受信され、ストリーミングデータは、スイッチ７
で分岐され、ＬＡＮ(Local Area Network)を介してメディアレシーバ５に供給される。ス
イッチ７の他の分岐に対してパーソナルコンピュータ８が接続されている。
【００１１】
インターネット１０を介して配信されたデータがＡＤＳＬ(Asymmetric Digital Subscrib
er Line)ＭＯＤＥＭ(modulator-demodulator)のＷＡＮ(Wide Area Network)側に入力され
、ＭＯＤＥＭ９のＬＡＮ側にスイッチ７が接続される。ＡＤＳＬは、ブロードバンド接続
の一例であり、外にＣＡＴＶ(cable television)、ＦＴＴＨ(Fiber To The Home)等を使
用したブロードバンド接続を介して映像コンテンツを受信するようにしても良い。なお、
通常は、映像コンテンツに音声データが付随している。
【００１２】
メディアレシーバ５は、１次ディスプレイ２および２次ディスプレイ３のそれぞれに対し
て受信信号を供給するために、２個のチューナを有する。メディアレシーバ５は、映像信
号を無線ＬＡＮのアクセスポイント１１を介して２次ディスプレイ３に対して送信可能と
されている。一方、２次ディスプレイ３からアクセスポイント１１に対して、リモコン信
号等の制御用データを送信でき、双方向通信が可能とされている。例えばＩＥＥＥ(Insti
tute of Electrical and Electronics Engineers)802.11の無線方式を使用でき、その中
の例えば802.11aの規格を使用できる。この規格は、5.2ＧHzの周波数を使用し、最大で５
４Ｍbpsの伝送速度を実現できるものである。
【００１３】
図２は、１次ディスプレイ２および２次ディスプレイ３からなる表示システムの一例の構
成をより詳細に示すものである。１次ディスプレイ２は、例えば３０インチ以上の比較的
大型の表示パネル２１とその駆動部（図示しない）を備える。
【００１４】
メディアレシーバ５には、地上波受信用のメインチューナ２２ａおよびサブチューナ２２
ｂが含まれる。参照符号２３は、ＢＳ(Broadcasting Satellite)および１１０°ＣＳ(Com
municaton Satellite)受信用のディジタルチューナである。図示が省略されているが、チ
ューナ２２ａおよび２２ｂには、ＵＨＦ／ＶＨＦアンテナの出力が供給され、ディジタル
チューナ２３には、ＢＳ／１１０°ＣＳ受信用のパラボラアンテナの出力が供給される。
一実施形態では、メインチューナ２２ａが１次ディスプレイ２のために使用され、サブチ
ューナ２２ｂが２次ディスプレイ３のために使用される。
【００１５】
メインチューナ２２ａおよびサブチューナ２２ｂのそれぞれ映像信号がＡＶスイッチ２４
に供給される。ＡＶスイッチ２４の出力映像信号が画像処理部２５および信号処理部３２
に対して入力される。画像処理部２５は、解像度をより高める等の画質を改善するための
画像処理を行う。
【００１６】
画像処理部２５の出力信号がディスプレイインターフェースである、ＤＶＩ(Digital Vis
ual Interface)２６を介して１次ディスプレイ２の表示パネル２１に対して入力される。
ＤＶＩ２６の前段には、図示しないが、表示パネル２１の画質調整回路が設けられている
。さらに、表示パネル２１に対してディジタル映像信号を供給する場合に、放送コンテン
ツの不正なコピーを防止するコピー防止信号も出力される。例えばＨＤＣＰ(High bandwi
th Digital Content Protection)を使用することができる。
【００１７】
ディジタルチューナ２３の出力信号がビデオデコーダ２７に対して入力される。例えばＭ
ＰＥＧ２(Moving Picture Experts Group Phase 2)の復号がビデオデコーダ２７によって
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なされる。ビデオデコーダ２７からのＨＤ(HIgh Definition)映像信号が画像処理部２５
に供給され、ＤＶＩ２６を介して表示パネル２１に対して入力される。
【００１８】
ビデオデコーダ２７は、ＳＤ(Standard Definition)映像信号例えば４８０Ｉ（ライン数
が４８０本のインタレース信号）を信号処理部３２に対して出力する機能を有する。なお
、参照符号２８は、１次ディスプレイ２およびメディアレシーバ５の動作を制御するシス
テムコントローラであり、ＣＰＵ(Central Processing Unit)から構成されている。例え
ばシステムコントローラ２８は、メインチューナ２２ａおよびサブチューナ２２ｂの選局
状態を制御する。
【００１９】
インターネットを介して受け取ったストリーミングデータおよびホームページのデータが
ＬＡＮ３１を介して信号処理部３２に対して供給される。信号処理部３２は、二つのＤＳ
Ｐ(Digital Signal Processor)３３および３４がバス例えばＰＣＩ(Peripheral Componen
t Interconnect)３５に接続され、ＣＰＵで構成されているコントローラ３６がブリッジ
３７を介してＰＣＩ３５に接続されている。
【００２０】
信号処理部３２は、入力されたストリーミングデータの復号を行い、復号された映像信号
が画像処理部２５に供給され、１次ディスプレイ２によって表示される。したがって、１
次ディスプレイ２では、メインチューナ２２ａおよびディジタルチューナ２３のそれぞれ
からの放送信号を表示でき、また、インターネットを介して受け取ったコンテンツを表示
できる。
【００２１】
信号処理部３２は、サブチューナ２２ｂおよびディジタルチューナ２３からの映像信号を
暗号化し、さらに、暗号化した映像信号を無線で送信可能なフォーマットに変換し、アク
セスポイント１１を介して２次ディスプレイ３に送出する。インターネットを介して受信
したストリーミングデータ等のコンテンツは、復号しないで、アクセスポイント１１を介
して２次ディスプレイ３に対して送出する。一方、アクセスポイント１１で受信された２
次ディスプレイ３からのリモコン信号等の制御信号を処理し、システムコントローラ２８
に対して送出する。
【００２２】
２次ディスプレイ３は、アクセスポイント１１と無線通信を行う送受信機４１を有し、送
受信機４１に対して信号処理部４２が接続されている。信号処理部４２は、２次ディスプ
レイ３の動作を制御するシステムコントローラ４３とＤＳＰ４４がＰＣＩ４５を介して接
続された構成とされている。
【００２３】
信号処理部４２に対して、表示パネル例えばＬＣＤ４６と、ＬＣＤ４６の画面に積層され
た透明なタッチパネル４７と、スピーカ４８と、メモリカード４９とが接続されている。
さらに、電源としてのバッテリ５０が設けられている。バッテリ５０は、例えば受け台（
図１参照）内に収納される。信号処理部４２は、アクセスポイント１１から受信した暗号
化映像信号を復号し、また、インターネットを介して受信したデータを復号し、復号信号
をＬＣＤ４６に表示する。さらに、タッチパネル４７の操作で発生したリモコン信号、コ
マンド等を１次ディスプレイ２側に送信する。さらに、メモリカード４９に格納されてい
る静止画データを復号し、ＬＣＤ４６に表示する機能を有している。
【００２４】
上述したこの発明の一実施形態による表示システムの動作について以下に説明する。メイ
ンチューナ２２ａにて復調されたベースバンドのアナログ映像信号は、ディジタル信号に
変換されて、画像処理部２５で画質改善の処理を受け、インタレース・プログレッシブ変
換の処理の後にＤＶＩ２６を介して表示パネル２１に対して出力される。
【００２５】
また、サブチューナ２２ｂにて復調されたベースバンドアナログ信号は、信号処理部３２
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に供給され、ディジタル信号に変換されてからＭＰＥＧ２、ＭＰＥＧ４等のディジタル圧
縮フォーマットで圧縮される。そして、圧縮映像信号が暗号化の処理を受けてからアクセ
スポイント１１を介して無線ＬＡＮで２次ディスプレイ３に対して送信される。２次ディ
スプレイ３の信号処理部４２にて暗号化の復号、および伸張処理を受け、ＬＣＤ４６にて
表示される。
【００２６】
入力ソースがディジタル放送信号の場合では、ディジタルチューナ２３にディジタル放送
信号が入力され、ディジタルチューナ２３のディジタルフロントエンドブロックにて復調
された後にビデオデコーダ２７でディジタルビデオ信号が復号される。ディジタルビデオ
信号が画像処理部２５およびＤＶＩ２６を介して表示パネル２１に表示される。
【００２７】
ビデオデコーダ２７から出力されるＳＤ信号例えば４８０Ｉの映像信号は、信号処理部３
２に送られ、信号処理部３２によってディジタル圧縮フォーマットにて圧縮され、暗号化
される。そして、無線ＬＡＮのアクセスポイント１１から２次ディスプレイ３に対して送
信される。また、入力ソースがＨＤ信号の場合では、ＳＤ信号例えば４８０Ｉの映像信号
へダウンコンバートしてから信号処理部３２に対して送る。ダウンコンバートは、ディジ
タル放送コンテンツの著作権保護のために行う処理である。
【００２８】
入力ソースがインターネットからのストリーミングコンテンツの場合では、ＬＡＮ３１か
ら入力された信号が信号処理部３２において、ストリーミング圧縮フォーマットに応じて
ストリーミングデコード処理がなされ、画像処理部２５およびＤＶＩ２６を介して表示パ
ネル２１に対して送られる。
【００２９】
また、２次ディスプレイ３に対してストリーミングコンテンツを表示する場合には、信号
処理部３２においてデコード処理を受けずに、ストリーミング圧縮フォーマットで圧縮さ
れた状態のままで、無線ＬＡＮによって２次ディスプレイ３に対して送出される。そして
、２次ディスプレイ３の信号処理部４２によってストリーミング圧縮の復号処理がなされ
、ＬＣＤ４６に復号された映像が表示されると共に、復号された音声がスピーカ４８によ
り再生される。
【００３０】
この発明は、上述した表示システムにおいて、放送の選局操作や、インターネットのコン
テンツを選ぶ際のＧＵＩ(Graphical User Interface)の改良を図るものである。すなわち
、従来では、タッチパネルを操作する場合、ユーザが所望のコンテンツを選ぶ際には、ま
ず、メニュー表示モードに入るか、または相当の操作をした後に、さらにそのメニューの
中から視聴したいソースを選択するというように、所望のコンテンツにたどり着くには、
必ず２段階の操作が必要とされていた。この点を改善して、タッチおよびリリース操作、
すなわち、１回の操作で済むようにしたものである。
【００３１】
この発明の一実施形態の概略について図３および図４を参照して説明する。図３Ａは、２
次ディスプレイ３のＬＣＤ４６上に積層されたタッチパネル４７を示している。タッチパ
ネル４７が透明なものであり、ＬＣＤ４６の表示画像をタッチパネル４７を通じて見える
ことが可能とされている。タッチパネル４７の具体的構成としては、接触圧力が加わった
位置を検出する感圧式のもの、および接触を静電容量の変化として検出する静電式の何れ
の方式のものを使用しても良い。さらに、赤外線発光ダイオードとフォトトランジスタか
らなるセンサーを多数設けた赤外線検出方式のタッチパネルを使用することもできる。
【００３２】
通常、タッチパネル４７の大きさは、ＬＣＤ４６の表示面とほぼ同一とされている。一実
施形態では、タッチパネル４７のサイズがＬＣＤ４６の表示面より大きなサイズとされて
いる。図３の例では、タッチパネル４７がＬＣＤ４６の表示面よりやや大きい表示・セン
サー部５１ａと、表示面の１辺例えば向かって右側の１辺から外側へはみ出したセンサー
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部５１ｂとからなる。ユーザの指５２（指以外に棒状のタッチペンでも良い）は、表示・
センサー部５１ａ上で所望のボタン、アイコン等の被選択項目をタッチし、また、センサ
ー部５１ｂ上で上下に移動するようになされる。
【００３３】
一方、タッチパネル４７の操作に応じて選択される複数の被選択項目例えば第１のボタン
～第５のボタンからなる被選択表示５３がＬＣＤ４６によって表示面の右側の辺に沿って
表示される。一実施形態では、センサーデバイス部分５１ｂと平行して上下方向に複数の
被選択表示５３が表示される。
【００３４】
なお、タッチパネル４７の構成としては、上述したもの以外のものが可能である。例えば
センサー部をＬＣＤ４６の表示面の他の１辺（左辺、上辺、下辺）の外側に設け、ＬＣＤ
４６によってその辺に沿って複数の被選択項目が配列された被選択表示が表示されるよう
にしても良い。また、表示面の１辺に沿って部分的に帯状のタッチパネルを設けても良い
。
【００３５】
このように、センサー部５１ｂが表示面の外側に設けられているので、センサー部５１ｂ
を繰り返し操作することによる汚れによって表示画面が見にくくなることを避けることが
できる。また、被選択表示５３がセンサー部５１ｂが設けられた辺に沿って画面の端に表
示されるので、被選択表示５３によってＬＣＤ４６の表示画像が見にくくなる程度を少な
くできる。
【００３６】
図４に示すフローチャートにおいて、ステップＳ１において、センサー部５１ｂが指５２
でタッチされる。それによって、表示面上に図３Ａに示すように、被選択表示５３が表示
される。
【００３７】
ステップＳ２において、センサー部５１ｂにタッチしたままで、指５２を上下させると、
指と同じ高さの位置のボタンが指示され、そのボタンがハイライトされる。ハイライトは
、指示されているボタンを視覚上識別可能な表示を意味し、輝度、色、反転、点滅等を異
ならせることを意味する。図３Ａでは、第３のボタンがハイライトされている。
【００３８】
ステップＳ３において、ボタン例えば第３のボタンがハイライトされている状態で指５２
をセンサー部５１ｂから離すと、第３のボタンが選択される。すなわち、被選択表示５３
を表示させる操作と、被選択表示５３の中の所望の被選択項目を選択する操作とがタッチ
およびリリースの１回の操作によって可能とされる。第３のボタンが選択されたことによ
って、第３のボタンに対応するより下位階層の画面がＬＣＤ４６によって表示される。
【００３９】
図３Ｂに示すように、指５２の位置がセンサー部５１ｂ上であるが、横にボタンが無い位
置の場合には、ボタンがハイライトされない。すなわち、５個のボタンが配列された範囲
以外の上または下側の領域にタッチした時には、隣接するボタンがないので、どのボタン
もハイライトされない。ステップＳ４は、この状態で、センサー部５１ｂから指を離した
場合であり、その場合では、選択行為がキャンセルされたものと判断され、処理が終了し
、状態が変化しないで、被選択表示５３の表示が継続する。
【００４０】
さらに、図３Ｃに示すように、指５２を表示・センサー部５１ａにずらした場合には、選
択行為がキャンセルされたものと判断され、処理が終了し、被選択表示５３の表示が消え
る。この場合は、その後に指５２を離しても状態が変化しない。
【００４１】
　上述した一実施形態のより具体的な例について説明する。図５は、タッチパネル４７の
右側のセンサー部５１ｂに指５２がタッチした時に表示される被選択表示例えばメニュー
表示５４を示す。センサー部５１ｂにタッチしたまま指５２を上下させると、指５２とほ
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ぼ同じ高さのメニュー項目のみがハイライトされる。図５では、メニュー項目のチャンネ
ルリストがハイライトされている状態を示す。
【００４２】
そして、ハイライトされているメニュー項目の位置で指５２がリリースされると、そのメ
ニュー項目が選択される。選択されたメニュー項目に対応する下位階層の画面が表示され
る。図５では、省略しているが、メニュー表示５４が表示される場合に、タッチパネル４
７の表示・センサー部５１ａには、２次ディスプレイ３のＬＣＤ４６の画像が表示されて
いる。
【００４３】
図６は、「テレビチャンネルリスト」のメニュー項目が選択された場合の表示５５の一例
である。地上波、ＢＳ、ＣＳ、入力（ビデオ１～ビデオ４）のチャンネルがＬＣＤ４６に
表示され、タッチパネル４７の表示・センサー部５１ａによって、所望のチャンネルの選
択が可能とされている。図６のチャンネルリストは、例えば１次ディスプレイ２に表示さ
れるものを示すリストの表示である。
【００４４】
図７は、「チャンネルリスト」のメニュー項目が選択された場合の表示５６の一例である
。これは、２次ディスプレイ３で受信可能なコンテンツのリストを示している。図６に示
されているテレビジョンのチャンネルおよびビデオ入力に加えて、インターネットを介し
て受信されるニュース等のチャンネルがＬＣＤ４６に表示され、タッチパネル４７の表示
・センサー部５１ａによって、所望のチャンネルの選択が可能とされている。
【００４５】
図８は、「ＴＶリモコン」のメニュー項目が選択された場合の表示５７の一例である。Ｌ
ＣＤ４６の画面にリモコン用のボタンが表示され、タッチパネル４７の表示・センサー部
５１ａにおいて、所望のボタンを押すことによって、１次ディスプレイ２およびメディア
レシーバ５を制御することが可能とされている。リモコン用のボタンは、テンキー、音量
増減、チャンネル切換等のボタンである。
【００４６】
図９は、「メモリスティック（商品名）」のメニュー項目が選択された場合の表示５８の
一例である。ＬＣＤ４６の画面にメモリカード４９に記録されている静止画像のサムネー
ルが表示される。一度に９枚のサムネールが表示可能であり、上下スクロールによって表
示されるサムネールが切換可能とされている。
【００４７】
図１０は、「インターネット」のメニュー項目が選択された場合の表示５９の一例である
。ＬＣＤ４６の画面にお気に入りとして登録されているホームページのタイトルおよびア
ドレスの一覧が表示され、また、検索用の語句を入力する欄が表示されている。さらに、
その他のインターネットを介してサイトにアクセスするのに必要なボタンが表示されてい
る。ホームページの閲覧は、通常、２次ディスプレイ３においてなされる。
【００４８】
図１１は、「セットアップ」のメニュー項目が選択された場合の表示６０の一例である。
この表示６０は、地上波チャンネルを設定するための表示である。図１２は、「セットア
ップ」のメニューが選択された場合の表示６１の一例である。セットアップのメニューを
選択した場合では、これらの表示６０および６１が使用されて１次ディスプレイ２および
メディアレシーバ５の状態が設定される。
【００４９】
図１２には、表示６１の下側に「スロー」「スワップ」「キャッチ」の操作のボタンが表
示されている。スローとは、２次ディスプレイ３で表示している画像と同一の画像を１次
ディスプレイ２に表示する処理である。スワップとは、１次ディスプレイ２の表示と２次
ディスプレイ３の表示とを入れ替える処理である。キャッチとは、１次ディスプレイ２で
表示している画像と同一の画像を２次ディスプレイ３に表示する処理である。
【００５０】
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このような処理を行わせるコマンドは、上述したボタンにタッチする操作以外に、タッチ
パネル４７上で指５２を下から上へ動かす操作（スローの場合）、指５２を上から下へ動
かす操作（キャッチの場合）によって発生させることが可能とされている。このような表
示画像の変更の処理は、２次ディスプレイ３からのコマンドを１次ディスプレイ２側へ送
信し、メインチューナ２２ａおよびサブチューナ２２ｂをシステムコントローラ２８によ
って制御することで可能とされている。チューナの制御によって、１次ディスプレイ２の
表示パネル２１と２次ディスプレイ３のＬＣＤ４６の間で、恰も画像を双方向にやりとり
しているような印象を与える操作が可能とされている。
【００５１】
この発明は、上述したこの発明の一実施形態等に限定されるものでは無く、この発明の要
旨を逸脱しない範囲内で様々な変形や応用が可能である。例えば１次ディスプレイ２およ
び２次ディスプレイ３を有するシステム以外に、一つのディスプレイを有するテレビジョ
ン装置等に対してもこの発明を適用できる。
【００５２】
【発明の効果】
以上の説明から明らかなように、この発明では、タッチパネルにタッチすることによって
被選択表示を表示させ、指またはタッチペンをタッチパネルに触れたまま移動させること
で、被選択項目を指示し、タッチパネルから指またはタッチペンを離すことによって、指
示している被選択項目を選択する。したがって、被選択表示を表示させる処理と、被選択
項目の選択とをタッチとリリースの１回の操作で行うことができ、入力操作の操作性を向
上させることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】この発明の一実施形態のシステム構成を示すブロック図である。
【図２】この発明の一実施形態のより詳細な構成を示すブロック図である。
【図３】この発明の一実施形態の説明に用いる略線図である。
【図４】この発明の一実施形態の説明に用いるフローチャートである。
【図５】この発明の一実施形態のより具体的な表示例を示す略線図である。
【図６】メニュー表示で選択されたメニューに対応する表示例を示す略線図である。
【図７】メニュー表示で選択されたメニューに対応する表示例を示す略線図である。
【図８】メニュー表示で選択されたメニューに対応する表示例を示す略線図である。
【図９】メニュー表示で選択されたメニューに対応する表示例を示す略線図である。
【図１０】メニュー表示で選択されたメニューに対応する表示例を示す略線図である。
【図１１】メニュー表示で選択されたメニューに対応する表示例を示す略線図である。
【図１２】メニュー表示で選択されたメニューに対応する表示例を示す略線図である。
【符号の説明】
２・・・１次ディスプレイ、３・・・２次ディスプレイ、４・・・受け台、５・・・メデ
ィアレシーバ、１１・・・アクセスポイント、２２ａ・・・メインチューナ、２２ｂ・・
・サブチューナ、２３・・・ディジタルチューナ、２８・・・システムコントローラ、４
３・・・システムコントローラ、４６・・・ＬＣＤ、４７・・・タッチパネル、５１ａ・
・・表示・センサー部、５１ｂ・・・センサー部、５２・・・指、５３・・・被選択表示
、５４・・・メニュー表示



(10) JP 4161814 B2 2008.10.8

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(11) JP 4161814 B2 2008.10.8

【図５】 【図６】

【図７】 【図８】



(12) JP 4161814 B2 2008.10.8

【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】



(13) JP 4161814 B2 2008.10.8

10

フロントページの続き

(72)発明者  吉岡　章夫
            東京都品川区北品川６丁目７番３５号　ソニー株式会社内
(72)発明者  梨子田　辰志
            東京都品川区北品川６丁目７番３５号　ソニー株式会社内

    審査官  山崎　慎一

(56)参考文献  特開平０８－０７７４９３（ＪＰ，Ａ）
              特開２００２－１５７０８６（ＪＰ，Ａ）
              実公平０８－００２７４８（ＪＰ，Ｙ２）

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              G06F   3/041
              G06F   3/048


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

